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開
所
式

四
月
一
二
日
に
は
、
開
所

式
と
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

約
七
〇
人
が
参
加
。
南
中
野

地
域
の
医
療
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
代
表
と
と
も
に
、
一

四
人
の
民
生
委
員
・
二
五
人

の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
参
加
が

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

健
友
会
か
ら
は
川
島
診
療

所
の
澤
田
所
長
が
、
ま
た
東

医
研
・
田
辺
専
務
、
健
友
会

友
の
会
・
小
池
副
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
へ
の

期
待
と
発
展
へ
の
協
力
を
述

べ
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
と
施
設

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
は
、
施
設
長
の
桃
田
数
重

氏
以
下
四
三
人
。
六
〇
〜
八

〇
人
の
利
用
者
さ
ん
に
登
録

し
て
も
ら
い
、
三
〇
人
の
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
が
お
世
話
を
し

ま
す
。
送
迎
は
五
台
の
車

で
、
食
事
も
施
設
内
で
作
り

ま
す
。
お
正
月
以
外
は
年
中

無
休
、
夜
間
も
行
う
予
定
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
の
ほ

と
ん
ど
が
地
域
の
主
婦
。
四

月
は
じ
め
の
一
週
間
、
多
田

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
研
修
を
受

け
、
開
所
に
備
え
ま
し
た
。

佐
久
間
恵
さ
ん
（
３７
）
と

土
井
恵
子
さ
ん
（
４４
）
は
、

と
も
に
多
田
小
学
校
五
年
生

の
男
の
子
を
も
つ
お
母
さ
ん

で
す
。
子
ど
も
か
ら
授
業
で

多
田
デ
イ
の
お
年
寄
り
と
ふ

れ
あ
う
話
を
聞
い
て
関
心
を

も
っ
て
い
た
そ
う
で
、
モ
ン

ド
ラ
ゴ
ン
の
ヘ
ル
パ
ー
募
集

に
す
ぐ
に
応
募
し
た
と
い
い

ま
す
。

佐
久
間
さ
ん
の
話

同
居

し
て
い
る
夫
の
両
親
と
実
家

の
父
母
が
年
々
弱
っ
て
い
く

の
を
見
て
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ

考
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
。
こ
と
し
秋
か
ら

ヘ
ル
パ
ー
講
習
に
行
っ
て
、

資
格
を
取
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

研
修
前
は
心
配
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
利

用
者
さ
ん
の
名
前
を
早
く
覚

え
て
、
親
し
く
な
っ
て
、
信

頼
関
係
が
つ
く
れ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

土
井
さ
ん
の
話

実
家
の

父
が
心
臓
で
苦
し
ん
で
い
た

と
き
に
介
護
の
必
要
を
感
じ

て
、
ニ
チ
イ
学
館
の
ヘ
ル
パ

ー
講
習
に
行
き
ま
し
た
。
三

カ
月
前
に
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の

資
格
を
取
っ
た
ば
か
り
で

す
。寝

た
き
り
に
な
っ
て
も
あ

き
ら
め
て
は
い
け
な
い
な
、

運
動
で
改
善
し
て
い
け
る
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
が
多
田
デ

イ
の
や
り
方
を
見
て
い
て
思

い
ま
し
た
。
温
熱
療
法
も
気

持
ち
よ
か
っ
た
！

鈴
木
加
代
子
さ
ん
の
話

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
の
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
引
き
こ
も
り
、

障
害
の
あ
る
人
、
痴
呆
症
の

人
、
そ
の
人
た
ち
が
人
と
し

て
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
の
で

き
る
�
生
活
の
質
�
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

心
地
よ
い
入
浴
や
、
み
ん

な
で
食
べ
る
食
事
、
そ
し
て

心
や
体
を
躍
動
さ
せ
る
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
心
身
機
能

活
性
）
も
大
切
な
援
助
の
一

つ
で
す
。

私
た
ち
は
「
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

人
は
た
だ
生
き
て
い
る
の
で

は
な
く
、「
生
き
て
い
て
よ

か
っ
た
」
と
喜
び
や
楽
し
み

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
・
中

野
の
郷
が
そ
ん
な
施
設
に
な

る
よ
う
に
育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

観
泉
寺
の
山
門

杉
並
区
今
川
２
丁
目
に
あ

る
。
境
内
に
、
東
京
都
の
重

要
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
今
川
家
」
の
墓
地
が
あ
る

の
で
有
名
。

ＮＮＰＰＯＯ法法人人

四
月
の
支
部
大
会
で
執

行
委
員
長
に
選
ば
れ
た
濱

崎
和
馬
さ
ん
（
５４
）。今
回

が
な
ん
と
六
期
目
で
す
。

周
囲
の
濱
崎
評
は
、「
と

に
か
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
、
パ
ワ
フ
ル
、
お
お
ら

か
…
」。
そ
の
上
、
多
趣

味
・
多
才
で
、「
人
を
大

勢
集
め
て
、
楽
し
く
何
か

を
や
る
能
力
が
す
ご
い
」

「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
何
で

も
話
せ
る
」
人
。

子
ど
も
の
時
か
ら
の
釣

り
好
き
は
、�
中
野
の
釣

り
バ
カ
・
ハ
マ
ち
ゃ
ん
�

の
異
名
を
と
る
ほ
ど
で
、

二
十
歳
前
後
の
四
年
間
は

中
央
合
唱
団
で
舞
台
に
立

っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

本
職
は
畳
屋
さ
ん
の
二

代
目
。
い
ま
は
江
古
田
四

丁
目
で
三
代
目
の
息
子
さ

ん
と
二
人
三
脚
で
す
。

（
鈴
木
さ
ん
は
元
中
野
共
立
病
院

看
護
師
で
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
理
事

で
す
）

私
の
住
む
中

野
の
町
は
都
内

有
数
の
住
宅
過

密
地
。
緑
も
少

な
い
。
こ
ん
な

町
で
も
、
春
に

な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
花
にこぶ

い
ろ
ど
ら
れ
る
。
梅
、
辛

し

も
く
れ
ん

夷
、
木
蓮
、
桃
、
桜
と
、

つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
路
地

裏
の
住
宅
の
玄
関
脇
に
も

鉢
植
え
の
草
花
が
丹
精
さ

れ
て
い
る
▼
毎
年
四
月
上

旬
に
は
、
中
野
駅
北
口
に

桜
祭
り
の
提
灯
が
並
ぶ
。

駅
か
ら
哲
学
堂
ま
で
の
中

野
通
り
の
桜
は
み
ご
と

だ
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
同
じ
こ
ろ
南
口

ロ
ー
タ
リ
ー
に
桃
の
花
が

咲
く
。
住
区
協
議
会
か
ら

生
ま
れ
た
「
桃
の
仲
間
」

の
活
動
で
植
え
ら
れ
た
数

百
本
の
花
桃
だ
。
こ
の
地

域
は
江
戸
の
昔
、
桃
の
名

所
と
し
て
栄
え
、
桃
園
の

名
前
は
い
ま
も
中
野
か
ら

杉
並
へ
か
け
て
残
っ
て
い

る
▼
い
ま
は
花
が
散
り
、

緑
の
季
節
に
移
る
が
、
ア

メ
リ
カ
の
侵
略
で
小
さ
な

つ
ぼ
み

命
を
蕾
の
う
ち
に
無
残
に

も
ぎ
と
ら
れ
傷
つ
け
ら
れ

た
、
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た

ち
を
思
う
。
比
較
に
な
ら

ぬ
軍
事
力
で
「
勝
利
」
し

た
ア
メ
リ
カ
だ
が
、
そ
の

犯
罪
性
は
忘
れ
る
こ
と
な

く
追
及
し
た
い
▼
四
月
か

ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
健
保

の
自
己
負
担
が
三
割
に
改

悪
さ
れ
た
。
ど
こ
ま
で
や

る
の
か
医
療
・
福
祉
の
改

悪
。
こ
の
悪
政
と
同
じ
系

譜
に
あ
る
人
物
が
東
京
都

の
知
事
に
再
び
座
っ
た
。

「
冬
の
時
代
」
だ
が
、
希

望
を
失
わ
ず
し
ぶ
と
く
い

こ
う
。

（
い
）
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エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な�
土
建
の
顔
�

「
東
京
土
建
中
野
支
部
」
執
行
委
員
長
の

は
ま
さ
き

か
ず
ま

濱
崎

和
馬
さ
ん

さと
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開所式で紹介されるヘルパーさんたち

（上）４月１４日、体験入所の初日
（下）安全を考慮した入浴施設

中
野
区
弥
生
町
の
本
郷

通
り
に
面
し
た
施
設

菅
井

亘
・
画
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沼
診
友
の
会
で
は
、
国
民

の
声
を
無
視
し
て
強
行
さ
れ

た
医
療
改
悪
に
た
い
し
、「
健

保
三
割
負
担
を
二
割
に
戻

せ
」
と
、
三
月
か
ら
毎
週
署

名
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
水
曜
日
午
後
の
約

二
時
間
、
職
員
と
組
に
な
っ

て
地
域
の
家
々
を
訪
問
す
る

も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

訪
問
し
た
所
は
六
三
世
帯
。

す
べ
て
の
家
で
署
名
に
協
力

し
て
く
れ
、
友
の
会
員
も
一

九
世
帯
増
え
ま
し
た
。
そ
の

他
、
公
園
な
ど
で
も
署
名
を

集
め
て
い
ま
す
。

友
の
会
で
は
、
今
後
も
職

員
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
問

題
で
地
域
活
動
を
続
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま

す
。（
沼
診
友
の

会
・
桃
田
数
重
）

桜
山
友
の
会
で
は
昨
年
一

〇
月
か
ら
毎
月
、
医
療
改
悪

の
影
響
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
、
診
療
所
の
外

来
で
続
け
て
い
ま
す
。
四
月

一
一
日
に
は
、
夜
間
外
来
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
以
下
は
そ
の
時
の
患

者
さ
ん
の
反
応
で
す
。

〇
…
癌
の
手
術
を
し
た
あ
と

の
男
性
「
胃
カ
メ
ラ
が
高
く

な
っ
て
び
っ
く
り
」

〇
…
高
血
圧
で
通
院
し
て
い

る
男
性
「
ず
っ
と
通
う
こ
と

に
な
る
の
で
、苦
し
く
な
る
」

〇
…
現
役
で
働
く
女
性
「
二

割
か
ら
三
割
で
一
・
五
倍
。

五
〇
％
ア
ッ
プ
で
す
よ
。
き

ょ
う
は
二
三
四
〇
円
で
し

た
。
月
二
回
通
院
だ
か
ら
た

い
へ
ん
」

〇
…
退
職
者
「
退
職
者
保
険

も
三
割
で
、
年
金
は
減
ら
さ

れ
る
。
大
き
い
で
す
よ
」

〇
…
母
と
一
緒
に
受
診
し
て

い
る
若
い
女
性
「
こ
れ
以
上

負
担
を
増
や
さ
な
い
で
！
」

（
桜
山
友
の
会
・
木
村
ケ
イ
）

三
月
二
〇
日
、
ア
メ
リ
カ
は
イ

ギ
リ
ス
と
と
も
に
イ
ラ
ク
へ
の
攻

撃
を
開
始
し
ま
し
た
。
連
日
増
え

て
い
く
死
者
、
両
腕
を
奪
わ
れ
う

つ
ろ
な
目
を
し
た
幼
い
子
ど
も
の

姿
…
、
多
く
の
人
が
何
か
し
た
い

と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
健
友
会
の
青
年
職
員

も
、「
尊
い
命
を
奪
っ
て
ま
で
、

守
る
べ
き
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
？
」「
戦
争
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
何
か
し
た
い
。
私
た
ち

は
微
力
だ
け
ど
無
力
じ
ゃ
な
い
ん

だ
」
と
有
志
で
学
習
会
を
行
っ
た

り
、
い
ろ
ん
な
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
ま
し
た
。

四
月
六
日
に
は
「
東
中
野
ピ
ー

ス
ナ
ウ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中まい

野
共
立
病
院
の
理
学
療
法
士
・
米

た田
直
子
さ
ん
は
実
行
委
員
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
当
日
は
中
野
の

地
域
で
働
く
青
年
五
五
人
（
う
ち

健
友
会
か
ら
は
九
人
）
が
平
和
へ

の
思
い
を
交
流
し
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ

ー
ク
し
ま
し
た
。
風
船
と
花
を
配

っ
た
り
、
歌
っ
た
り
し
な
が
ら
。

「
一
緒
に
歩
こ
う
よ
！
」
の
呼

び
か
け
に
、
犬
の
散
歩
中
の
中
学

生
が
飛
び
入
り
参
加
し
た
り
、
平

和
へ
の
思
い
を
中
野
の
地
域
か
ら

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
た
ち
が

生
活
し
て
い
る
地
域
で
こ
う
い
う

平
和
の
と
り
く
み
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」「
こ
う
い
う
運
動
を
し
な

く
て
も
い
い
世
の
中
に
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
た
っ
た
一

つ
し
か
な
い
尊
い
命
を
守
る
医
療

従
事
者
と
し
て
、
２１
世
紀
を
生
き

る
者
と
し
て
、
平
和
な
世
界
を
築

い
て
い
き
た
い
で
す
。（
中
野
共
立

病
院
看
学
生
担
当
・
小
林
和
苗
）

こ
と
し
四
月
か
ら
東
京
二

三
区
と
町
田
市
、
国
立
市
の

国
民
健
康
保
険
、
そ
れ
に
東

京
芸
能
人
、
文
芸
美
術
、
東

京
都
弁
護
士
、
東
京
都
医
師

の
各
国
民
健
康
保
険
組
合
の

保
険
証
が
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

サ
イ
ズ
に
な
り
、
一
人
一
枚

ず
つ
配
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
お
財
布
に
入
れ
ら

れ
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
一

方
で
、「
小
さ
す
ぎ
て
紛
失

し
て
し
ま
う
」「
高
齢
の
方

に
と
っ
て
は
字
が
小
さ
す
ぎ

て
内
容
が
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
の
不
満
の
声
も
あ
が
っ
て

い
ま
す
。

杉
並
区
在
住
の
相
馬
キ
ク

エ
さ
ん
は
職
場
仲
間
と
の
間

で
話
題
に
な
り
、「
元
の
大

き
さ
に
戻
し
て
ほ
し
い
」
と

区
に
抗
議
の
電
話
を
入
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
区
か
ら
は

「
以
前
の
大
き
さ
で
一
人
一

枚
ず
つ
に
す
る
予
算
が
な
い

の
で
、
無
理
」
と
い
う
返
答

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

（
事
務
・
原

里
紗
子
）

桃
井
診
療
所
が
精
神
保
健

指
定
医
の
木
村
恵
子
先
生
を

迎
え
、
木
曜
日
夜
間
外
来
で

の
心
療
内
科
を
開
設
し
て
か

ら
一
年
に
な
り
ま
す
。

何
か
と
ス
ト
レ
ス
の
多
い

社
会
の
中
で
、「
定
期
的
な

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
適
度
な

薬
の
力
を
借
り
れ
ば
、
明
日

か
ら
ま
た
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
け
る
」
�
そ
ん
な
人
た

ち
の
支
え
に
な
れ
た
ら
と
不

眠
・
不
安
・
心
療
内
科
と
掲

示
し
て
い
ま
す
。

荻
窪
駅
か
ら
徒
歩
四
分
と

い
う
立
地
条
件
の
よ
さ
も
あ

り
、
健
友
会
内
の
診
療
所
待

合
室
に
貼
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
案
内
を
見
て
中
野
か
ら
通

っ
て
来
る
患
者
さ
ん
も
い
ま

す
。
（
事
務
長
・
菊
地

篤
）

職職
員員
人人
事事

■■
異異
動動

〈〈
３３
月月
かか
らら
〉〉

○○
桜桜
山山
診診
療療
所所

看看
護護
師師

久久
保保

智智
子子

○○
やや
まま
とと
訪訪
問問
看看
護護
スス
テテ
ーー

シシ
ョョ
ンン

看看
護護
師師

小小
島島

涼涼
子子

〈〈
４４
月月
かか
らら
〉〉

○○
中中
野野
共共
立立
診診
療療
所所

所所
長長

伊伊
藤藤

浩浩
一一

○○
天天
沼沼
診診
療療
所所

所所
長長

竹竹
崎崎

三三
立立

○○
桃桃
井井
診診
療療
所所

所所
長長

川川
村村

直直

■■
退退
職職

○○
中中
野野
共共
立立
診診
療療
所所

所所
長長

山山
本本

頼頼
正正

○○
天天
沼沼
診診
療療
所所

所所
長長

曽曽
根根

進進

健友会の診療所の診療体制 中野共立診療所
土

伊藤（第１・第３）
松永（１１：００～禁煙外来）
広瀬（糖・第４のみ）
山本頼（第２・第４）
藤井（第１・第３）
★新 患・急
性疾患外来

休診

交代

伊藤

�０３―３３８６―７３１１

金

安藤（循）
泉山
石澤
★新 患・急
性疾患外来

広瀬（糖）
高橋
菊島
山本頼
（１４：００～）
藤井
斎藤
山本頼

菊島（ＡＭ）
伊藤（ＰＭ）
山本英
五日市

交代

（１４：００～）
進藤
丸山
（受付時間
８：００～１０：３０）

木

大山
藤井（糖）
金子
★新 患・急
性疾患外来

大塚
大山
藤尾
須田（循）
豊永（喘）

長谷川（ＡＭ）

交代

（１４：００～）
桜井
石井

（１４：００～）
榊原

〔受付時間〕
午前 ８：００～１１：００
午後 １２：３０～１６：００
夜間 １６：４５～１９：００

水

菊島
黒川
古和（神）
★新 患・急
性疾患外来

休診

安藤
松永
（第４を除く）

大塚（ＡＭ）

浦川

坂口

火

中根（高）
竹崎
★新 患・急
性疾患外来

伊藤
黒川

澤田

（１４：００～）
茂田
北濱

（１４：００～）
鈴木（第３を除く）
長村（第３）

月

今泉
藤井
★新 患・急
性疾患外来

今泉
松永（呼）
長谷川
菊島

濱田
竹崎
（第４を除く）
井沼
斉藤（ＰＭ）
（第１・２を除く）
山本英
高橋

交代

（１４：００～）
小松崎
波呂
（受付時間
８：００～１０：３０）

午
前

午
後

夜
間

往
診

午
前

夜
間

午
後

午
前

午
後

内
科

外
科

眼
科

整
形
外
科

皮
膚
科

〔受付時間〕
午前 ９：００～１１：３０
午後 １３：３０～１６：３０
夜間 １８：００～１９：３０

�０３―３３８７―３４２４

江古田沼袋診療所
土

松
村
（
内
）

休
診

金

磯
尾
（
糖
）

石
山
（
整
）

坂
本
（
内
）

木

坂
本
（
往
診
）

澤
田
（
胃
）

新
井
（
内
）

水

安
藤
（
内
）

休
診

火

坂
本
（
内
）

藤
井
（
往
診
）

坂
本
（
内
）

月

坂
本
（
内
）

坂
本
（
内
）

石
山
（
整
）

午
前

午
後

夜
間

川島診療所
土

篠
崎
（
内
）

休
診

�０３―３３７２―４４３８
〔受付時間〕
午前 ９：００～１２：００
午後 １４：００～１６：３０
夜間 １８：００～１９：３０

金

澤
田
（
胃
）

山
田
（
糖
）

澤
田
（
往
診
）

深
井
（
内
）

澤
田
（
内
・
外
）

木

小
林
（
内
・
循
）

小
林
（
内
・
循
）

藤
森
（
整
）

水

澤
田
（
往
診
）

広
瀬

休
診

火

広
瀬

広
瀬
（
往
診
）

澤
田
（
内
・
外
）

月

澤
田
（
内
・
外
）

澤
田
（
内
・
外
）

午
前

午
後

夜
間

〔受付時間〕
午前 ９：００～１２：００
午後 １３：３０～１６：００
夜間 １７：３０～１９：３０
〔往診〕随時

�０３―３３７３―２７４１

川島診療所歯科
土

近
藤

佐
藤（
第
２
・
４
）

休
診

金

佐
藤

近
藤

佐
藤

近
藤

木

近
藤

近
藤

水

近
藤

佐
藤

近
藤

佐
藤

火

佐
藤

近
藤

佐
藤

近
藤

月

近
藤

佐
藤

近
藤

佐
藤

午
前

午
後

夜
間

城西診療所
土

小
谷
（
内
）

休
診

�０３―３３８１―５１０５
〔受付時間〕
午前 ９：００～１１：３０
午後 １４：００～１６：３０
夜間 １７：３０～１９：３０

金

中
根
（
内
）

中
根
（
往
診
）

木

中
根
（
内
）

中
根
（
往
診
）

水

中
根
（
内
）

休
診

田
代（
漢
）（
第
１
・
３
）

中
根
（
内
）

火

園
田
（
超
音
波
）

中
根
（
往
診
）

月

中
根
（
内
）

中
根
（
内
）

午
前

午
後

夜
間

四
月
六
日
の
「
東
中
野
ピ
ー
ス
ナ
ウ
」
で
風
船
を
配
り
な
が
ら

ま
い

歩
く
青
年
た
ち
（
一
番
右
が
中
野
共
立
病
院
の
米
田
さ
ん
）

（上）どこでも医療改悪反対署名を訴える沼診
友の会 （下）夜の待合室で患者さんの話を聞
く桜山友の会

（２）第 １６ 号健 友 （けんゆう）２００３年５月１０日
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一
三
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
紹
介
し
ま
す
。（
丸
数
字

は
①
出
身
地
、
②
出
身
校
、

③
趣
味
、
④
自
己
Ｐ
Ｒ
）

医
局

医
師

ふ
た
き

ゆ
う

二
木

勇
さ
ん

（
１
９
７
７
年
９
月
１７
日
生
）

①
東
京
都
東
久
留
米
市

②

埼
玉
医
科
大
学

③
読
書
、

博
物
館
に
行
く
こ
と
、
釣
り

④
ス
ト
レ
ス
で
す
ぐ
体
調

を
崩
し
ま
す
。

２
階
病
棟

看
護
師

あ
さ
の

み

わ

浅
野

美
和
さ
ん

（
１
９
７
９
年
１２
月
５
日
生
）

①
宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町

②
平
和
学
院
看
護
専
門
学
院

③
料
理
、
体
を
動
か
す
こ

と

④
私
は
と
て
も
マ
イ
ペ

ー
ス
で
す
。

２
階
病
棟

看
護
師

な
が
い

ゆ

み

こ

永
井

祐
美
子
さ
ん

（
１
９
８
１
年
９
月
２５
日
生
）

①
東
京
都
三
鷹
市

②
都
立

青
梅
看
護
専
門
学
校

③
料

理

④
晴
れ
て
い
る
日
が
好

き
で
す
。

２
階
病
棟

看
護
師

か
い
ぶ
き

と
も
み

貝
吹

智
美
さ
ん

（
１
９
８
２
年
２
月
６
日
生
）

①
東
京
都
板
橋
区

②
早
稲

田
医
療
技
術
専
門
学
校

③

買
い
物
、
動
物
園
の
パ
ン
ダ

を
見
る
こ
と

④
明
る
い
性

格
で
す
。

３
階
病
棟

看
護
師

あ
だ
ち

か
ず
よ

阿
達

和
代
さ
ん

（
１
９
７
９
年
７
月
１５
日
生
）

①
千
葉
県
市
川
市

②
湘
南

平
塚
看
護
専
門
学
校

③
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
、

映
画
鑑
賞

④
私
は
ち
ょ
っ

と
と
ぼ
け
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

３
階
病
棟

看
護
師

い
い
だ

ま

ゆ

み

飯
田

麻
由
美
さ
ん

（
１
９
８
１
年
１２
月
１９
日
生
）

①
東
京
都
町
田
市

②
都
立

松
沢
看
護
専
門
学
校

③
映

画
鑑
賞
、
水
泳

④
人
と
話

す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

３
階
病
棟

看
護
師

な
り
た

さ
と
こ

成
田

聡
子
さ
ん

（
１
９
８
１
年
６
月
１３
日
生
）

①
東
京
都
中
野
区

②
都
立

板
橋
看
護
専
門
学
校

③
買

い
物
、
散
歩
、
映
画
鑑
賞

④
あ
ま
り
落
ち
込
ま
な
い
性

格
で
す
。

中
野
共
立
診
療
所

看
護
師

ま
る
や
ま

か
お
り

丸
山

香
さ
ん

南
中
野
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
中
野
通
り
に

面
し
た
弥
生
町
四
丁
目
に

あ
り
ま
す
。
商
店
街
や
新

宿
も
近
く
、
た
い
へ
ん
便

利
な
所
で
す
。

一
九
九
八
年
四
月
に
設

立
。
三
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
四

月
に
介
護
保
険
が
は
じ
ま

っ
て
か
ら
は
、
訪
問
看
護

と
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

と
し
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
含
む
五
人
で
稼
働
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
に
な
っ
て
か

ら
利
用
者
さ
ん
の
自
己
負

担
金
は
利
用
料
の
一
割
と

な
り
、
負
担
が
増
え
た
た

め
に
訪
問
看
護
を
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
、
回
数
や

時
間
を
減
ら
し
た
い
と
い

う
人
が
出
ま
し
た
。

五
年
経
っ
た
い
ま
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
す
っ
か
り

地
域
に
定
着
し
、
他
院
所

や
大
学
病
院
か
ら
の
指
示

書
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

訪
問
看
護
は
看
護
師
一

人
で
の
観
察
と
判
断
が
必

要
で
あ
り
、
利
用
者
、
家

族
の
思
い
を
尊
重
し
な
が

ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
職
場
で
は
情
報
を

共
有
し
、
医
師
会
、
他
の

業
者
の
学
習
会
等
に
も
な

る
べ
く
参
加
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

近
く
の
川
島
診
療
所
、

多
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
モ

ン
ド
ラ
ゴ
ン
中
野
の
郷
と

連
携
し
、
利
用
者
の
方
々

が
居
心
地
の
よ
い
療
養
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
岸

千
鶴
子
）

南
中
野
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
巻

（
１
９
６
７
年
１２
月
８
日
生
）

①
東
京
都
練
馬
区

②
東
葛

看
護
専
門
学
校

③
英
語

④
の
ん
び
り
し
た
性
格
で

す
。リ

ハ
ビ
リ
室
理
学
療
法
士

つ
か
も
と

た
く
や

塚
本

拓
也
さ
ん

（
１
９
７
９
年
９
月
２
日
生
）

①
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市

②

山
口
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
学
院

③
バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ

・
ギ
タ
ー
の
演
奏
、
サ
ッ
カ

ー
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

④
五

年
間
、
山
口
県
で
生
活
し
て

い
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
室
理
学
療
法
士

せ
き
ぐ
ち

え

り

こ

関
口

江
利
子
さ
ん

（
１
９
６
６
年
４
月
２３
日
生
）

①
東
京
都
あ
き
る
野
市

②

城
西
医
療
技
術
専
門
学
校

③
バ
イ
オ
リ
ン
、
ス
キ
ー

④
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
で

す
。リ

ハ
ビ
リ
室
作
業
療
法
士

う
ら
の

と
も
み

浦
野

智
美
さ
ん

（
１
９
８
０
年
９
月
２５
日
生
）

①
千
葉
県
県
松
戸
市

②
千

葉
医
療
福
祉
専
門
学
校

③

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
運
動
、
飲

酒

④
つ
ら
い
と
き
一
緒
に

お
酒
を
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
る
み
薬
局

薬
剤
師

せ
き
ね

ち

か

関
根

千
佳
さ
ん

（
１
９
８
０
年
１２
月
２７
日
生
）

①
群
馬
県
高
崎
市

②
昭
和

薬
科
大
学

③
お
笑
い
（
テ

レ
ビ
、ラ
イ
ブ
）を
見
る
こ
と

④
成
長
し
て
い
き
た
い
。

わ
か
ば
薬
局

薬
剤
師

ひ
ぐ
ち

ひ
ろ
み

樋
口

博
美
さ
ん

（
１
９
７
８
年
９
月
５
日
生
）

①
東
京
都
日
野
市

②
日
本

大
学

③
音
楽
鑑
賞

④
抜

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
、
気
を
つ
け
た
い
。

健友会の診療所の診療体制

〔受付時間〕
午前 ９：００～１１：３０
午後 １４：００～１６：３０
夜間 １８：００～１９：３０

�０３―３３３９―５６４０

やまと診療所
土

小
澤
（
内
）

休
診

金

岡
本
（
内
）

安
藤
（
循
）

木

安
藤
（
循
）

竹
崎
（
胃
）

館
野
（
内
）

水

松
本
（
内
）

休
診

火

富
岡
（
整
）

安
藤
（
循
）

小
島
（
内
）

月

安
藤
（
循
）

岡
本
（
内
）

午
前

午
後

夜
間

桜山診療所
土

佐
藤
（
内
分
泌
）

休
診

�０３―３３６９―０９００
〔受付時間〕
午前 ９：００～１１：３０
午後 １３：３０～１６：３０
夜間 １８：００～１９：３０

金

新
井
（
糖
）

芹
沢
（
内
）

竹
崎
（
胃
）

木

伊
藤
（
循
）

大
川
（
心
）

水

竹
崎
（
胃
）

奥
田
（
整
）

休
診

火

前
嶋
（
循
）

安
藤
（
循
）

月

竹
崎
（
胃
）

加
藤
（
内
）

滋
賀
（
内
）

午
前

午
後

夜
間

天沼診療所
土

竹
崎（
内
）（
１
、３
、５
週
）

藤
井（
糖
）（
２
、４
週
）

休
診

�０３―３３９３―１８６６
〔受付時間〕
午前 ９：００～１２：００
午後 １４：００～１６：３０
夜間 １７：３０～１９：３０

金

松
田
（
循
）

竹
崎
（
往
診
）

竹
崎
（
外
・
消
）

木

井
奥
（
消
）

藤
井
（
糖
）

水

大
川
（
内
）

休
診

火

伊
藤
（
循
）

竹
崎
（
往
診
）

白
石
（
呼
）

竹
崎
（
消
）

月

黒
川
（
内
）

藤
森
（
整
）

阿
部
（
消
）

午
前

午
後

夜
間

〔受付時間〕
午前 ９：００～１１：３０
午後 １４：００～１６：３０
（木曜日は１８：３０まで）

�０３―３３３３―５４３４

西荻窪診療所
土

田
崎
（
内
）

宮
本
（
内
）

中
西
（
内
・
小
）

金

黒
川
（
内
）

新
井
（
内
）

木

竹
崎
（
内
）

辻
（
内
）

中
西
（
内
・
小
）

１６
時
〜

水

伊
藤
（
内
）

北
村
（
内
）

火

辻
（
内
）

富
岡
（
整
）

辻
（
内
）

月

辻
（
内
）

新
藤
（
眼
）
※
予
約
制

井
奥
（
内
）

午
前

午
後

夜
間

〔受付時間〕
午前 ９：００～１２：００
午後 １４：００～１６：３０
夜間 １７：００～１９：００

�０３―３３９８―０７２３

桃井診療所
土

小
浜

休
診

小
浜

金

川
村

小
浜

（
Ａ
Ｍ
）

伊
藤

木

石
澤

小
浜

木
村

小
浜

（
Ａ
Ｍ
）

伊
藤

水

川
村
（
往
診
）

土
岐

休
診

土
岐

火

川
村

土
岐

川
村
（
往
診
）

土
岐

川
村

月

川
村

伊
藤

川
村

午
前

午
後

夜
間

透
析
室

二
木

勇
さ
ん

浅
野

美
和
さ
ん

永
井

祐
美
子
さ
ん

貝
吹

智
美
さ
ん

阿
達

和
代
さ
ん

飯
田

麻
由
美
さ
ん

成
田

聡
子
さ
ん

丸
山

香
さ
ん

塚
本

拓
也
さ
ん

関
口

江
利
子
さ
ん

浦
野

智
美
さ
ん

関
根

千
佳
さ
ん

樋
口

博
美
さ
ん

２００３年度
健友会友の会

総会案内

日時 ６月４日�
１３時３０分～
１６時３０分

場所 中野サンプ
ラザ８階研
修室

中野通りに面したビルの１階に
あるステーション。川島診療
所、多田デイサービス、モンド
ラゴンへは徒歩１０～１５分。

朝
、
訪
問
看
護
に
出
か
け
る
直
前
の
ス
タ
ッ
フ

第 １６ 号健 友 （けんゆう）２００３年５月１０日（３）
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厚
焼
き
玉
子
を
食
事
会
に

城
西
診
療
所
友
の
会

矢
島
一
郎

友
の
会
と
私

中
野
共
立
友
の
会

南

す
い
子

「
健
友
」を
お
届
け
し
て

西
荻
窪
診
療
所
友
の
会

玉
川
典
子

私
も「
健
友
」手
配
り
者

や
ま
と
診
療
所
看
護
師

藤
本
優
子

勤
続
四
十
数
年
、
会
社
一

辺
倒
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ

て
、私
は「
男
の
料
理
教
室
」

に
通
い
は
じ
め
た
。
も
と
も

と
食
べ
る
こ
と
が
趣
味
の
一

つ
で
、
旬
の
素
材
で
料
理
を

つ
く
る
こ
と
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
の
と
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
か
か
わ
り
で
役
に
立

つ
か
な
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

昨
年
、
城
診
友
の
会
の
食

事
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

診
療
所
で
火
を
使
え
な
い
た

め
、
買
っ
た
も
の
や
担
当
者

が
つ
く
っ
て
き
た
も
の
を
並

べ
る
と
い
う
や
り
方
で
は
じ

め
ら
れ
た
。
私
も
何
か
役
に

立
て
ば
と
思
い
、
ふ
と
思
い

つ
い
た
の
が
、
料
理
教
室
で

習
っ
た
厚
焼
き
玉
子
を
つ
く

っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。

で
も
、
レ
シ
ピ
ど
お
り
に

や
っ
て
も
教
室
で
習
っ
た
味

に
な
ら
な
い
。「
何
で
だ
？
」

と
悩
み
、
調
味
料
の
配
分
を

何
度
も
変
え
て
み
る
が
、
な

か
な
か
そ
の
味
が
出
な
い
。

や
る
こ
と
数
回
、
や
っ
と
納

得
の
味
に
…
。
玉
子
を
溶

き
、
鉄
板
に
四
回
流
し
入
れ

巻
い
て
い
く
。（
こ
の
と
き

が
一
番
む
ず
か
し
い
）
妻
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

二
〇
人
分
を
つ
く
る
と
も
う

汗
だ
く
で
あ
る
。

食
事
会
に
持
っ
て
い
っ
て

食
べ
て
い
た
だ
き
、
み
な
さ

ん
か
ら
「
お
い
し
い
」「
築
地

の
〇
〇
よ
り
も
お
い
し
い
」

な
ど
と
ほ
め
ら
れ
る
と
、
悪

い
気
は
し
な
い
。
喜
ん
で
も

ら
え
れ
ば
、
焼
く
と
き
の
熱

さ
な
ど
忘
れ
て
し
ま
う
。

☆

友
の
会
と
出
合
っ
て
も
う

七
年
。
共
立
友
の
会
の
会
長

に
な
っ
て
か
ら
ま
る
四
年
が

経
ち
ま
し
た
。

私
は
お
勤
め
を
し
た
こ
と

も
な
く
、
友
の
会
に
入
っ
た

こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま

る
で
違
っ
た
世
界
が
あ
っ
た

こ
と
に
ほ
ん
と
う
に
驚
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
る
も
の

聞
く
も
の
、
す
べ
て
が
新
鮮

で
、
毎
日
毎
日
が
勉
強
の
連

続
で
、
楽
し
く
て
楽
し
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
い
つ
も
い
つ
も
た
い
へ

ん
で
す
ね
え
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
私
に
は
苦
に

な
る
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
な

間
は
デ
イ
ケ
ア
の
お
習
字
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

☆

こ
と
し
も
桜
が
美
し
く
咲

い
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
タ

ン
ポ
ポ
が
緑
の
中
で
ひ
と
き

わ
彩
り
を
添
え
て
、
外
出
の

楽
し
み
が
増
し
ま
し
た
。

一
カ
月
お
き
に
「
健
友
」

を
お
配
り
し
な
が
ら
、
ま
だ

お
会
い
で
き
な
い
会
員
の
み

な
さ
ま
に
は
、
い
か
が
お
過

ご
し
か
と
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
庭

先
や
玄
関
で
手
渡
し
で
き
た

と
き
は
、
う
れ
し
く
て
話
が

は
ず
み
ま
す
。

先
日
も
、「
い
ま
診
療
所

に
行
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
す

よ
。
あ
そ
こ
で
は
私
の
わ
が

ま
ま
も
聞
い
て
い
た
だ
け
て

あ
り
が
た
い
で
す
よ
」
と
話

さ
れ
た
笑
顔
に
、
豊
か
な
年

齢
を
重
ね
ら
れ
た
美
し
さ
が

に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。
そ

の
上
、「
私
は
診
療
所
へ
は

債
権
で
な
く
、
ほ
ん
と
う
は

寄
付
し
た
い
で
す
」
と
資
金

協
力
の
件
に
も
心
か
ら
信
頼

し
て
お
ら
れ
る
ご
様
子
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
あ
た
た
か

い
心
の
み
な
さ
ま
に
友
の
会

は
支
え
ら
れ
て
い
る
実
態
を

味
わ
い
ま
し
た
。

（
西
荻
診
友
の
会
で
は「
健
友
」手

配
り
者
を
公
募
し
、一
部
三
〇
円
の

配
達
援
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。玉

川
さ
ん
は
二
〇
〇
二
年
一
月
号
か

ら
手
配
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

現
在
四
三
部
配
っ
て
お
ら
れ
ま
す
）

☆

方
向
音
痴
で
、�
地
図
の
読

め
な
い
女
�の
私
は
、毎
回
、

自
分
の
手
配
り
担
当
地
域
で

「
健
友
」の
入
っ
た
封
筒
を
持

っ
て
さ
ま
よ
っ
て
い
ま
す
。

昼
休
み
や
勤
務
後
に
、
表

札
を
探
し
な
が
ら
一
軒
一
軒

配
っ
て
い
る
と
、
外
来
患
者

さ
ん
と
会
い
、
立
ち
話
が
始

ま
り
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
。
夏
の
暑
さ
に
も
、
冬
の

寒
さ
に
も
耐
え
、
二
カ
月
に

一
度
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
い
る

の
で
、
す
み
ず
み
ま
で
読
ん

で
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

い
つ
も
ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
入
口
を
頭
ス
レ

ス
レ
の
と
こ
ろ
で
入
っ
て

く
る
五
日
市
医
師
（
３２
）

は
、
身
長
一
八
〇
セ
ン
チ

の
の
っ
ぽ
さ
ん
。
で
も
腰

は
低
く
、
お
っ
と
り
し
て

い
ま
す
。

千
葉
市
出
身
で
、
両
親

と
妹
が
一
人
い
ま
す
。
両

親
と
も
視
覚
障
害
者
な
の

で
、子
ど
も
の
こ
ろ
は「
親

の
目
を
治
す
た
め
に
医
者

に
な
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
高
校
三
年
生
の

時
、「
生
物
が
好
き
だ
し
、

動
物
よ
り
も
人
間
が
好

き
」
と
、
医
師
の
道
を
選

ん
だ
の
で
し
た
。

山
口
大
学
医
学
部
へ
進

み
、
卒
業
後
、
中
野
共
立

病
院
へ
入
職
。
現
在
五
年

目
で
す
。
き
っ
か
け
は
、

医
学
生
の
時
、
病
院
か
ら

病
院
体
験
の
お
誘
い
が
あ

り
、
体
験
し
て
み
て
「
雰

囲
気
が
い
い
な
あ
」
と
思

っ
た
か
ら
。
そ
れ
ま
で
は

大
学
に
残
る
つ
も
り
で
し

た
。「
で
も
、
医
学
部
は

縦
社
会
だ
か
ら
…
」

外
科
を
め
ざ
し
た
の
は

「
体
の
中
を
実
際
に
あ
け

て
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

原
因
や
状
態
が
ハ
ッ
キ
リ

と
わ
か
り
や
す
い
か
ら
」

と
の
こ
と
。（
意
外
と
学

者
肌
な
ん
で
す
ネ
）

こ
ん
な
五
日
市
医
師
で

す
が
、
昨
年
二
月
に
結
婚

し
て
、
目
下
ア
ツ
ア
ツ
の

新
婚
さ
ん
で
す
。
お
相
手

は
、
当
時
中
野
共
立
病
院

の
看
護
師
・
筒
井
由
美
子

さ
ん
。（
い
ま
は
桃
井
診

療
所
に
い
ま
す
）
小
柄
な

奥
さ
ん
と
は
三
〇
セ
ン
チ

以
上
の
身
長
差
カ
ッ
プ
ル

で
す
。
こ
と
し
九
月
に
は

出
産
予
定
と
か
。

シ
ャ
イ
で
や
さ
し
い
五

日
市
医
師
で
す
が
、
家
で

は
家
事
は
全
然
や
ら
な
い

と
の
こ
と
。「
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
ら
や
り
ま
す
」

趣
味
は
登
山
。
学
生
の

こ
ろ
は
山
岳
部
で
、
冬
山

と
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
槍

ヶ
岳
は
な
ん
と
五
回
も
。

い
ま
は
忙
し
く
て
行
け
な

い
の
で
、
お
二
人
で
公
園

め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。（
３
階
病

棟
看
護
師
・
松
村
恵
美
子
）

走れ� 訪問看護師

タ
ン
ス
の
引
き
出
し
を
あ

け
て
顔
を
洗
お
う
と
す
る
ほ

ど
の
あ
わ
て
者
が
、
自
分
の

そ
そ
っ
か
し
さ
を
治
し
て
も

ら
お
う
と
お
参
り
に
行
く
の

が
妙
法
寺
で
す
。

道
に
迷
っ
て
い
る
と
、「
神

田
か
ら
来
た
ん
だ
っ
て
。
そ

り
ゃ
て
い
へ
ん
だ
。
こ
こ
は

四
谷
だ
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
行

っ
て
鍋
屋
横
丁
を
左
に
ま
が

ん
な
さ
い
」
と
教
わ
る
場
面

が
出
て
く
る
、
み
な
さ
ん
ご

存
じ
の
落
語
「
堀
の
内
」
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
堀
の
内
妙

法
寺
は
江
戸
時
代
か
ら
町
民

の
信
仰
を
集
め
、〈
百
度
参

り
寺
片
時
絶
る
事
な
し
〉

（
江
戸
名
所
図
会
）
と
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
参

道
に
は
、
豆
屋
、
花
屋
、
佃

煮
屋
、
蕎
麦
処
な
ど
老
舗
が

軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
毎
月

三
日
、
一
三
日
、
二
三
日
に

は
縁
日
が
開
か
れ
、
市
が
立

ち
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
二
三

日
午
後
二
時
か
ら
落
語
定
席

「
堀
之
内
寄
席
」
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
木
戸
銭
は
五

〇
〇
円
、
茶
菓
付
き
と
の
こ

と
。妙

法
寺
の
創
立
は
約
四
〇

〇
年
前
。
大
き
く
い
か
め
し

い
姿
の
仁
王
像
を
安
置
す
る

日
蓮
宗
本
山
と
書
か
れ
た
山

門
、
国
の
重
要
文
化
財
の
鉄

門
な
ど
、
多
く
の
優
れ
た
造

営
物
、
そ
れ
に
快
く
使
用
で

き
る
休
憩
所
ま
で
も
あ
り
ま

す
。「

有
吉
佐
和
子
碑
」
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
碑
は
鉛
筆
と

原
稿
用
紙
の
形
に
造
ら
れ
、

杉
村
春
子
、
山
田
五
十
鈴
氏

ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
有
吉
氏
は
妙
法
寺
に
深

い
愛
着
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。一

九
七
二
年
（
昭
和
４７

年
）に
発
表
さ
れ
た
小
説『
恍

惚
の
人
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
、
そ
し
て
映
画
に
も
な
り

ま
し
た
。
主
人
公
が
妙
法
寺

に
痴
呆
の
義
父
を
探
し
に
行

く
場
景
な
ど
は
衝

撃
的
で
す
。

こ
の
小
説
は
、

遅
れ
て
い
た
日
本
の
痴
呆
問

題
を
取
り
上
げ
た
は
じ
め
て

の
作
品
で
あ
る
と
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

妙
法
寺
に
は
駐
車
場
、
手

洗
い
所
は
あ
り
ま
す
が
、
残

念
な
こ
と
に
、
障
害
者
用
が

現
在
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

妙
法
寺
に
行
く
に
は
、
バ

ス
で
新
宿
駅
西
口
か
ら
駒
沢

陸
橋
行
き
か
新
代
田
駅
行

き
、
Ｊ
Ｒ
阿
佐
谷
駅
南
口
か

ら
渋
谷
駅
行
き
に
乗
り
、
堀

ノ
内
下
車
、
徒
歩
三
分
で

す
。
中
野
駅
か
ら
の
バ
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
。

中
野
共
立
友
の
会

塩
原
美
恵
子

ア
フ
ガ
ン
の
少
女

ア
フ
ガ
ン
の
少
女
は
呟
く
「
ガ
ッ
コ
イ
キ
タ
イ
」

地
雷
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
し

足
い
た
わ
り
つ

③

堀
の
内
妙
法
寺

西
荻
窪
診
療
所
友
の
会

安
斎

登

短
歌

シャイでやさしい山男
９月にはパパに

五日市 宏医師中野共立病院
外 科

鉛
筆
と
原
稿
用
紙
の
形

に
造
ら
れ
た
有
吉
佐
和

子
碑

第１２回

（４）第 １６ 号健 友 （けんゆう）２００３年５月１０日


